
福島県条件付一般競争入札（標準様式） 見　　積　　内　　訳　　書（記載例１）
工 事 名 ○○○工事
工 事 番 号 第○○－○○○－○○○○号
商号又は名称 ○○建設株式会社

数　　　量 単　位 単　　　価 金　　　額 備　考(記載上注意すべき点)

(例)本工事費

道路改良工

土工

掘削工 10,000.0 m3 600 6,000,000

床堀工 8,000.0 m3 600 4,800,000

路床盛土工 2,000.0 m3 1,500 3,000,000

（中略）

路盤工 1,680,000

下層路盤工 1,200.0 m2 1,400 1,680,000

排水工 4,078,600

側溝工（ＸⅠ－○－○－○） 70.0 m 13,000 910,000

側溝工（ＸⅠ－○－△－◇） 150.0 m 19,500 2,925,000

１号暗渠工 1.0 式 121,800 121,800

　　暗渠工 14.0 m 8,700 121,800

２号暗渠工 1.0 式 384,000 384,000

　　暗渠工 32.0 m 12,000 384,000

（中略） 0

※道路改良工事の例

　土木関係の工事で、金抜設計書における
「本工事内訳表」の範囲において種別レベ
ル*までの工事数量が全て確認できる場
合、種別レベル*の事項についての記載
（「数量×単価」）でよいものとします。（（数
量×単価）で記載すること。）

　なお種別レベル*以下の細別等について
は、低入札価格調査や談合情報があった
場合に提出を求めることがあるため、速や
かに提出できるよう準備願います。

※「土木設計マニュアル〔設計積算編〕」（土
木部技術管理課）、第４章－１１参照。
https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded
/attachment/158249.pdf

費目・工種・種別・細別など
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福島県条件付一般競争入札（標準様式） 見　　積　　内　　訳　　書（記載例１）
工 事 名 ○○○工事
工 事 番 号 第○○－○○○－○○○○号
商号又は名称 ○○建設株式会社

数　　　量 単　位 単　　　価 金　　　額 備　考(記載上注意すべき点)

直接工事費 19,558,600

うち材料費 1.0 式 ○○○○

うち労務費 1.0 式 ○○○○

共通仮設費 1.0 式 1,000,000

純工事費（直接工事費＋共通仮設費） 20,558,600

現場管理費 1.0 式 3,000,000

うち法定福利費の事業主負担額 1.0 式 ○○○○

うち建退共制度の掛金 1.0 式 ○○○○

工事原価（純工事費＋現場管理費） 23,558,600

一般管理費 1.0 式 2,000,000

工事価格（工事原価＋一般管理費） 25,558,600

うち安全衛生費 1.0 式 ○○○○

※　見積内訳書の積算価格と入札書に記載する入札金額とは一致しなければならない。

※　設計図書の工事費内訳表に単価、金額を記載した形式とするが、これと同等の項目が含まれる独自様式の提出も認める。

　工事価格は入札書の金額と一致させること。

※道路改良工事の例

※　材料費、労務費、法定福利費、建設業退職金共済契約に係る掛金及び安全衛生経費の記載がない場合、入札が無効となることに注意すること。

費目・工種・種別・細別など

　共通仮設費、現場管理費及び一般管理
費に分けて計上すること。
　なお、値引き等については、記載しない。
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福島県条件付一般競争入札（標準様式） 見　　積　　内　　訳　　書（記載例２）
工 事 名 ○○○工事
工 事 番 号 第○○－○○○－○○○○号
商号又は名称 ○○建設株式会社

数　　　量 単　位 単　　　価 金　　　額 備　考(記載上注意すべき点)

(例)本工事費

改築改修工事

塗装改修工事 1.0 棟 2,161,000

仮設工事 1.0 式 325,000

ブラケット足場 250.0 m2 950 237,500

養生シート張 250.0 延m2 350 87,500

塗装工事 1.0 式 1,785,000

さび落とし素地調整 850.0 m2 700 595,000

錆止め塗り 850.0 m2 700 595,000

△△塗装 850.0 m2 700 595,000

左官工事 1.0 式 51,000

左官工 68.0 m 750 51,000

Ａ棟補修工事 1.0 棟 584,240

外壁改修工事 584,240

仮設工 1.0 式 246,500

　枠組足場 170.0 架m2 1,450 246,500

外壁補修 1.0 式 30,240

　施工数量調査 252.0 m2 0

※建築工事（修繕）の例

費目・工種・種別・細別など

　金抜設計書における各工種の数量が確
認できるレベルまで記載すること。（（数量
×単価）で記載できるレベルまで記載する
こと）

　仮設工事1.0式や塗装工事1.0式では工法
や数量が確認できないため、この内訳まで
記載する必要がある。

　なお、これ以下の細別等については、低
入札価格調査や談合情報があった場合に
提出を求めることがあるため、速やかに提
出できるよう準備願います。
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福島県条件付一般競争入札（標準様式） 見　　積　　内　　訳　　書（記載例２）
工 事 名 ○○○工事
工 事 番 号 第○○－○○○－○○○○号
商号又は名称 ○○建設株式会社

数　　　量 単　位 単　　　価 金　　　額 備　考(記載上注意すべき点)

　クラック補修工 2.0 m 1,800 3,600

左官工事 255,000

　左官工 170.0 m2 1,500 255,000

塗装工 52,500

　△△△塗装工 50.0 m 1,050 52,500

直接工事費 2,745,240

うち材料費 1.0 式 ○○○○

うち労務費 1.0 式 ○○○○

共通仮設費 1.0 式 99,813

純工事費（直接工事費＋共通仮設費） 2,845,053

現場管理費 1.0 式 430,849

うち法定福利費の事業主負担額 1.0 式 ○○○○

うち建退共制度の掛金 1.0 式 ○○○○

工事原価（純工事費＋現場管理費） 3,275,902

一般管理費 1.0 式 33,048

工事価格（工事原価＋一般管理費） 3,308,950

うち安全衛生費 1.0 式 ○○○○

※　見積内訳書の積算価格と入札書に記載する入札金額とは一致しなければならない。

※　設計図書の工事費内訳表に単価、金額を記載した形式とするが、これと同等の項目が含まれる独自様式の提出も認める。

　共通仮設費、現場管理費及び一般管理
費に分けて計上すること。
　なお、値引き等については、記載しない。

　工事価格は入札書の金額と一致させること。

※　材料費、労務費、法定福利費、建設業退職金共済契約に係る掛金及び安全衛生経費の記載がない場合、入札が無効となることに注意すること。

※建築工事（修繕）の例

費目・工種・種別・細別など
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福島県条件付一般競争入札（標準様式） 見　　積　　内　　訳　　書（記載例３）
工 事 名 ○○○工事
工 事 番 号 第○○－○○○－○○○○号
商号又は名称 ○○建設株式会社

数　　　量 単　位 単　　　価 金　　　額 備　考(記載上注意すべき点)

(例)本工事費

案内標識設置工事 2,221,040

１工区（○○町大字○○地内） 1.0 基 1,070,780 1,070,780

土工 12,220

床堀工 5.0 m3 1,350 6,750

埋戻工 1.0 m3 1,750 1,750

残土処理 4.0 m3 930 3,720

基礎工 58,560

コンクリート人力打設 1.76 m2 21,000 36,960

型枠工 4.8 m2 4,500 21,600

標識工 1,000,000

案内標識（Ｌ＝○○、Ｈ＝○○） 1.0 基 1,000,000 1,000,000

２工区（○○町大字△△地内） 1.0 基 1,150,260 1,150,260

土工 12,500

床堀工 5.0 m3 1,350 6,750

埋戻工 1.0 m3 1,750 1,750

残土処理 4.0 m3 1,000 4,000

基礎工 137,760

コンクリート人力打設 1.76 m3 21,000 36,960

型枠工 4.8 m2 21,000 100,800

標識工 1,000,000

案内標識（Ｌ＝○○、Ｈ＝○○） 1.0 基 1,000,000 1,000,000

　案内標識を2.0基設置する工事であるが、
工事数量が箇所によって異なっているた
め、切抜設計書を参考に工事内訳数量ま
で記載すること。

　なお、これ以下の細別等については、低
入札価格調査や談合情報があった場合に
提出を求めることがあるため、速やかに提
出できるよう準備願います。

※道路標識（案内標識）設置工事の例

費目・工種・種別・細別など
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福島県条件付一般競争入札（標準様式） 見　　積　　内　　訳　　書（記載例３）
工 事 名 ○○○工事
工 事 番 号 第○○－○○○－○○○○号
商号又は名称 ○○建設株式会社

数　　　量 単　位 単　　　価 金　　　額 備　考(記載上注意すべき点)

舗装版復旧工 1.0 式 21,940 21,940

路盤工 4.0 m2 535 2,140

舗装工（細粒度As） 12.0 m2 1,650 19,800

雑工 12,100

取壊し工 1.0 式 12,100 12,100

舗装版切断 9.5 m 410 3,895

舗装版積込み 7.5 m3 920 6,900

機械積込ダンプトラック運搬 0.3 m2 2,950 885

アスファルト中間処理 0.7 t 600 420

直接工事費 2,255,080

うち材料費 1.0 式 ○○○○

うち労務費 1.0 式 ○○○○

共通仮設費 1.0 式 405,914

純工事費（直接工事費＋共通仮設費） 2,660,994

現場管理費 1.0 式 1,064,400

うち法定福利費の事業主負担額 1.0 式 ○○○○

うち建退共制度の掛金 1.0 式 ○○○○

工事原価（純工事費＋現場管理費） 3,725,394

一般管理費 1.0 式 558,800

工事価格（工事原価＋一般管理費） 4,284,194

うち安全衛生費 1.0 式 ○○○○

※　見積内訳書の積算価格と入札書に記載する入札金額とは一致しなければならない。

※　設計図書の工事費内訳表に単価、金額を記載した形式とするが、これと同等の項目が含まれる独自様式の提出も認める。

　共通仮設費、現場管理費及び一般管理
費に分けて計上すること。
　なお、値引き等については、記載しない。

　工事価格は入札書の金額と一致させること。

※　材料費、労務費、法定福利費、建設業退職金共済契約に係る掛金及び安全衛生経費の記載がない場合、入札が無効となることに注意すること。

　切抜設計書で2箇所分の数量をまとめて
計上している場合には、2箇所分をまとめて
計上してもよい。
　ただし、1.0式計上ではなく、工事内訳数
量まで記載すること。

　なお、これ以下の細別等については、低
入札価格調査や談合情報があった場合に
提出を求めることがあるため、速やかに提
出できるよう準備願います。

※道路標識（案内標識）設置工事の例

費目・工種・種別・細別など
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